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　　　　　　 、　　　　　　　　 イモ リ赤 血 球 に 於 け る OYG に 就 て 　長谷芳美 （東北eqtt高校 ）　　　　　　：
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致す る・又 ・「・ nu ・ 9・ een 　］3 に 依 る 超 ‘殿 難 9 繪 果 は軅 OYG は 鍔唯 され紺 OY

　　　　　
G は 淡染 す る e 尚 ヨ ー ド団定後 フ ・し t レ ツ セ イ ン ソーダ 染色す る と OYG の 輪廓が 染色 さ れ内部は 不 染 であ

　　　　　 る。鹽 化 ア ソ モ ン ・醋酸鍔エ タ ノ ール 注喜癪 の OY σ 雌 嘶 され前 2 者 の 場 合 に は 染色性 に 劉 匕は 認 め ら れ

　　　　　 な い が特 に 後 者 の 場合 は は OYG は 淡染す る。以 上 の 所 見 を 總 括 す る と OYG は Go 】gi　apparat ／ls 及 び hiite−

　　　　　 Chen6ria と密 接な聞 係 を有す る もの と考 へ られ る 。　　　　　　　　　　 。

　　　　　　（闘）　OYG 染色法 に て 染 ま る か ら とい つ て それ を Goigi裝置 と斷 定す る の は 危險 と思 われ るが 如何 。（品

　　　　　 川恭徳 ）

　　　　　　（答） そ の 通 りで す 。 常に 染色像 に 於け る 異種顆 粒 釁 の 比 較 に は 皆冒 へ る と思われ る 。

　　　　　　　　　　　　　吉 田肉睡細胞に お け る染色鹽鍛の 麌異 牧 野 聾二 郎 ・加 廼恭子 （北ノ0 　 　 1

　　　　　　吉 田 肉睡の 腹永を 麗瘍細 胞 と崋・に 健康 な シ ロ ネ ズ ミ に 夥植す る と ， 約 24 時 絹頃 よ り梱胞 の 分裂 が みらわ ，

　　　　　10 日 内外 で 富主 は死 亡す る 。 移植葺後 に お い て 移植 柵 胞の 大〜ドは變性遏化す るが
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部は 分裂艢力を有 し 約

　　　　　24時 問 を 窪 て 分裂 を 始め る。細胞分裂 は移槌 の 初 期 め、 ら雫期に か け
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て盛に な る 。 染 色體數は 土 2D（アゆ〜

士 6D

　　　　　（3n ） の 堅異を 示 し．出現頻度 は 3〔k 船 に 山 が あ る。移耀 の 中 期 よ り絡 期 に か け て 1夏水 の 著 しい 埴加 が あ る

　　　　　 こ れ は 紐 胞の eytely6iE に よ る も二り ら しい o 同 薦 に 細 胞分嚢 四 膿 は 低下 し 染色醴 の 異 諮 （多極 分裂 ，不 分

　　　　　離 ’
融瀁な ど ）が 警 しくな り．それ に よつ て 細胞 は 崩壤する 。 移植 よ り宿主死 亡 の 全 甥聞 を通 じ て 染色 體 數

　　　　　士 37〜± 40 を 保 ち，特徴 あ る ほ 1’一定 ．した 核型 を 保持 した 柵胞 の 系列 が あつ て，こ の 細胞群 は縄則 正 しい 正

　　　　　當に 近 い 分 裂 を く り返 す 。 こ れ ら の 分裂 は 移植 の 初期 か ら中期 に
［

か け て 盛 で 腹水 が 轡 加 す る G灘 勵 と休 出

　　　　　期 の 状 態 に 入 る 。 吉 田 肉 雛 は 移 植 さjtた腫瘍細胞め壌殖｝こ よ る と され て い るが ，移植 の 母系 とな る細胞 は 上

　　　　　に の べ た ，k　Y一
定 の 染色體數 と援型 を保持 す る細胞 群で ある と考 え る。 こ れ ら 母 系細胞 の r一孫 の 或考 が 多極

　　　　　頒 ，不 分離 不 等分 配 膿 嬉 瞬 形麟 どの 髄 欝 て 賄 棚殴 な 棚 壌 の 蓮 鼬 た ど る 。 異常 を起

　　　　　す原囚 とな る もの は 細胞の cyto ！》rgis に よつ て 生 じた腹水 の 影響 が その 主 な る もの と思 5 。 異常 の 大部分 は

　　　　　紡錘膿 の 異 常に源 を發 し た もの で，こ れ は 縮胞の 水分靉 磁 の 弔衡 の椴壞 に よ る もの と考 ftる ． 腹水の 粘性が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

　　　　　兮裂細胞の ホ分堅 衡を亂 し　こ れ が 染色蠶分農 の 異鴬 を 來 す 。
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方 實驗的 に 細胞の 加 永，腕承に よ り， 腫 脇

　　　　　細胞 に 似た 異 常 を 起 さ せ た c 　　　　　　　　　　　　　　　
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　　　　　　（閤）　吉 田 肉腫 の 細 胞質 に 見 ら れ る顆粒 1ま染 色 體 か ら 山 來す る の で は ない か ？ （山田常鮭 ）

　　　　　　（答）

1
そ の 鮎 に つ い て は 現在何 羣、お 答 す る資料 を もち ま せ ん 。今後注意 して 観 察 して み ます。 しか しそ の

　　　　　va粒 は ギ隅 σ は よ く嵐 …iされ ます が ・ア セ ト カ ー ミ ン で は 亂 職 ・ の 細 胞に も全 くみ る こ ど が で きま せ
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　　　　　　　　　　　　　　 腦膸に 於け る 絏 飽分 裂に 就 て 　小 泉芳夫 〔騰 濱醫 大 ・生 理 ）

　　　　　 無 糸鰄 撃の 古典鼈記載 は Banvier
，　tXrnold 等 が 白 血 球 に就 い て 霞察 した もの に 始 ま るが，其後 Child ，　Pa −
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Ricl旧 早等 の 多數 の 研 究 が あ る 。 蛯 を 1養覽 す る に 分裂 の 轂式 とそ の 細 胞 の 機能 と の驪係

　　　　　に っ い で 　
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は Ziegler，Flem 朗 ng 等が 主張す る様 こ無 糸 分裂 を極端 に特殊化 した細胞或 は 退化 せ る 紬胞 に

　　　　　緡現す る單紺 匕された型 と見倣 す 見解 と、他方 ］［eves ，　PCeffef 等 の 無 糸分製・を 生長 1こ輿 る重要 な因子 とす る

　　　　
こ つ の 署 立 した 見 解 とが ある 。 筆者 は 先 に 幼若 モ ’レ モ ツ ト の 六腦 に 於 て 正常状態 で無糸分裂 の 現われ るこ と
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